
756 第46巻　日本公衛誌　第9号 平成11年9月15日

地域看護診断の方法論に関する文献検討
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目的　地域看護診断に関する文献を検討し，実践活動と教育に有効な地域看護診断の系統的なモ

デルと方法について考察する。

方法　Medline（1966年1月～1997年5月）と医学中央雑誌（1987年1月～1997年1月）のデー
タベースの検索から，地区診断（community diagnosis），地域看護診断（community health

nursing, diagnosis, assessment, analysis）に関する文献のキーワード，目的，対象，健康問

題，方法を整理した。

結果　1)　「パートナーとしてのコミュニティモデル」（Anderson and McFarlane; 1995）につい

て説明し，実践の対象としての地域と，地域看護診断過程の活用法を理解するために有用な

ことを示した。

　2)　地域看護診断の方法は，公衆衛生診断の3つの方法を基盤とした。特に，聞きとり調

査については，民族誌学的手法を取り入れ，強化した。

　3)　地域と大学が，地域看護診断の過程を協働して実践する米国の事例を紹介した。

結語　地域保健対策の推進により，保健婦および保健士は，より専門的で総合的な保健活動を展

開することが求められている。そこで，地域看護診断の過程を示したモデルを提示し，地域

と教育機関が協働する地域看護診断過程を提案した。本論の地域看護診断過程は，従来の公

衆衛生診断過程における方法の3つの枠組みを基盤とし，既存資料の分析と疫学的診断過程

の方法を基にした社会踏査（social survey），民族誌学的な方法を応用した現地調査として再

構成したものである。この地域看護診断過程の展開は，地域の潜在的，顕在的な問題や課題

の探索，数量的なデータの実践への活用，問題解決への具体的方策の検討を，系統的に容易

にする。また，実践活動を包含しつつ，教育，研究においても有用であると考える。
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